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海外の方言学から学ぶ

―英語圏の最近の研究を中心に一

ダニエル・ロング

は じめに

これまで、 日本の方 ,1学 は海外の方言研究か ら多くのことを学んできた。

本章では、英語圏の最近の研究fJl向 を紹介しながら、 日本の方 ,;■「究に役立

つ研究方法論を考察 して行きたい。

2.データ収集

ここで方言の調査法、データ収lJ_法について考えよう。日本の方 ll研究に

は英米と異なる側171が 見られる。 |1本 では 調査票に沿った■i接法が 般的

であるが、アメリカやヨーロッパでは自然談話を収集することが多い。アメ

リカは日本と同様、19世紀末にヨーロッパの方言学から■itt t・9査法を導入し

たが llF史 の長いヨーロッパ諸国や日本に比べて、米|]の 地域方言の状況は

単調であり、言語地理IFの 人気はすぐに表えた。その変わりに lt族やすL会

llt層 による方言の違いや、都 |ljに おける|:語 変化のイ「り方に注目するlJl究 が

盛んになった。これらの研究では、スタイルシフティングが‖IAllと なるため、

被・JH査 者に質問しタトえてもらうという従来の調査票に沿った

“

i接 法は合わな

かった。そのため、ラボフなどが模索し、自然発話を収集し その中から研

究対象となっている ,言語事象の出現数 (ト ークン)を数えるという方法を開

り6し た (Lab(,v 1994, Milroy 1987a).

日本では以前から藤原与一など 自●lN発 話の収集にこだわり続けて来た研

究者もいるが その分析は トークンを数えるという数量的なものではなく

むしろ質的な分tlrで あった。また 談話分析を目的として自然談「1を 集ダ)ろ

日本夕)研究者〈)い るが、これは方言学とはりr究 目的は異なる。なお 1本 の
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方言変異は英語のそれ とは異なる (例 えば、 日本は形態素やアクセン トに、

英語圏は母音や 子音に注 iす ることが多い)ので、自然談話資料をベースに

した方言学が日本でも一般化するには、さらなる方法論的模索、発展が必要

である。

11本 に比べて、海外の研究者の間ではデータの共有が盛んになっている。

データ共有とは様々な形をとるが その頂点にたつのはに大コーバスである。

例えば Lillrl(1993)は 36の資本|コ レクションをリストアップしている。そ

のほとんどは伝統方言 (地域方言)を対象とした大型プロジェクトによって

集められた,調 査票やフィール ドノー ト、そ して現地録 キのキ声資料 (テ ー

プ)である。データの共有 およびコーパスに対しては数多くの問題がある
が 欧米、特に欧州はコーパスのl VI築 、管理、共同利りHに おいて蓄積がある

ので  1本 もこれ らの l● lか ら学べるのではないかと思われる。

統計処理

海外で発案された数量言語学的処F4法やソフトの中にはまだ日本でフルに

活かさ材していないく)のがある。統計処理プログラムの VARBt'Ll)その一つ

である。開発された当初 変異規則という理論に基づいていたが 今は複雑

な変数の利1対 的ウェー トを計るためのツール として広く活用されている

(Cuv 1993)。

Schncider(1997)は カォス理論 (cha()s theory)を 、方言の変共 と変化の

説明に利用できないか と模索 し、Cirard and Larinouth(1993)は 方言境界

線の特定にファジィ集合 (fuzzy scts)を 応川 している。ll論文の中で彼 ら

は、 ■カモデル (gravity m()del)を 使い、 2つ のコミュニテ ィが行なって

いる‖″作用を通 して その間で方「i形式がどの ように伝fFrし ているか ()探

つている。

コンピュータは統計処理だけではなく、地メ1の 作成にも利りllさ オしてお り

方 ,:測定学の71Jl究 が ヨー ロッパをは じめ、西lYで イ11発 になっている。例え,■、

Schlitz(1997)は ル クセ ンブル ク全 呵の 17言 地 1文|を ハチの ll状 で搬iい た。 ま

たcichocki(1997)と その協力者はカナダの フランス tl域 で クラスター分

析 (cluster arlalysis)と 対応分析 (c()rrcsI)Ondcncc analysis)と いった多

変 ht角年″iに り占́ ,い た 1也 力文の方 :ス :「 IⅨIを llり友して ,ヽ る。 リブ||り也ス|く '方 .:デ
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ータベースのオンライン化も進んでお り、 ロング (1998)で は15サイ トが紹

介されている。

4.方言地勢学

日本の方言学で盛んな、大都市からその周辺へと広がる「都市方言の伝

播Jに関する研究、あるいは、話者の年齢差に注目しつつ、 1つの言語事象

がどこまで伝播しているかを見るグロットグラム調査は、欧米ではとんど行

われていない。

しかし、近年、Chambers(1994)の 方言地勢学が注目を浴びている。これ

は方言 (特に語彙や文法事項)分布を動態として捉える新しい研究分野であ

る。連続している複数の地点で様々な年齢のインフォーマントのデータをと

るとい う点において、グロットグラムと似ている。図 1は 、カナダの Col―

den Horseshoeと 呼ばれる米国と接する国境地帯における「運動靴」を表

わす諸語形の分布を示している。カナダ従来型の running shoesが 米国か

ら忍び込んで来る sneakersに脅かされている実態がよく分かる。
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図 1 カナダ Colden Horseshoe地 帯における「運動靴Jの使用分布
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日本で利用されている方法に近いからこそ、 日本方言の研究に携わってい

る我々にとって興味深い。特に氏が発案 した「地元指数 (regionality in‐

dex)」 は日本でも応用できそうな方法である (Chambers 2002)。

5.方 言の接触 と孤立

これまでの方言学は、伝統方言を研究対象としたものが主だった。したが

って、図2の ように、祖語がいかにして現代の諸方言に分岐したということ

が主な見方であった。

図2 方言的変異を「分岐」として捉える考え方

祖語

方言A 方言 B 方言C 方言D

しかし、北海道方言や江戸方言のように、方言接触によって形成 された方

言体系はこのモデルだけでは説明がつかなかったのである。これ らは図 3の

「方言 E」 にあたる。異なった方言が接触 し、均一化 (levehng)が起 きる

とコイネと呼ばれる新 しい混合型の方言体系が生まれることがある。コイネ

研究の最先端を走るKerswnl(1994)は ノルウェーの都市における複数の方言

の収飲 (convergence)に 関する論考を皮切 りに、最近は、協力者 と共にイ

ギリスのニュータウンで継続的に研究を行ない、複数の方言話者の日常的接

触によって形成 され る新生方言の過程 に注 目してい る (Wnhams and
Kerswi11 1997)。

図3 方言的変異を「分岐」と「接触」の両面から捉える考え方

別の言語Y        祖語

方言B   方言
＼ 、

、
、∨////

方言 E

方言A 方言D
"'1の

言語 Z



178  第3草  方言学の新しいパラダイム

ー方、方言同士の接触以外にも、方言と他言語との接触が起きることもあ

る。そして、この接触によつて新たな言語変種 (方 言)が 4:まれることもあ

る(Poplack 1993)。 近年は、アメリカ国内におけるハンガリー語、 ドイツ

語、フィンランド語など、英語以外の言語コミュニティに関する研究も行な

われている。今まで、こうした現象は「言語接触論」の枠組みの中でしか扱

われなかったが、今はむしろ方言学の課題として注目されており、「インデ

ィアナ州方言のハンガ リー語」のように、「在外方言Jが従来の 「国内方

言Jと 比較対照される研究が増えている。これらは図 3の 「方言 F」 に当た

る現象である。日本で/L活する (あ るいは 「日本語を使って生活する」)他

民族の集団が使う言語変種も注目され始めている。現在、これは彼らのバイ

リンガリズムや 「外国なまり」 (あ るいは文法的特徴)の記述に止まってい

るが、将来、彼らが使っている特徴ある日本語が民族方言として確立する可

能性も捨て切れない。

そして近代において、外国語との接触によつて生まれた新41方 言があると

いうことは、過去にもこうした方言が形成された可能性が出てくる。つまり、

図 3の 「方言A」 のようなものは現在でも我々のまわりで使われているかも

しれない。日本では、現在の東北方言がかつての大和言葉とアイヌ語との接

触によつて生じた可能性をめぐって、その昔、金田一京助が (否定的な)論

文を発表している。しかし、方言学をはじめ、この数十年の間、言語学は著

しい発展を遂げているので、最新の言語FL論 を武器にこうした問題を (再 )

検討する必要があろう。

接触とは逆の現象として、方言が長年にわたって孤立した場合にどのよう

な変化が見られるかという新 しい研究分野もTrudginと その協力者を中心

に確立しつつある。さらに、複数の言語変種が接触した後に孤立することに

よって、新たな言語体系がどのように結晶し、熟成するかという研究も進め

られている。

特に、これまであまり言及されてこなかったニュージーランド英語の形成

課程が近年注目を浴びている(Trudg」 11999)。 その他、大西洋フォークラ

ンド諸島や トリスタン・ダ・クーニャ島、及び小笠原諸島などの英語変種に

見られる特徴や共通点を検証することにより、それぞれの歴史的形成課程を

明らかにし(Trudgin et a1 2002)、 地球レベルで英語諸方言の系統論的関

係を絶握する試みが進められている(Trudgn1 2002)。

―
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6.社 会 階級 方言 とネ ッ トワー ク理 論

世界の言語を見た場合、地理的な変異 (つ まり、地域方言)がない言語体

系はほとんどないと思われている。それに比べて、「社会方言」という現象

は、欧米のような工業化や都市化が進んだ資本主義社会で主として見られる。

同じように近代化が進んだ日本において、社会方言がないことは興味深い。

日本各地の方言には、社会的地位を反映する言語的特徴も報告されている。

しかし 現代においてそのほとんどはは 親族名称や (使用される)待遇表

現など 語貴体系のごく一部の相違に止まつており、欧米の「社会方言」と

根本的には異なる(ロ ング1999)。 日本の方言学界ににおいてもラボフの方言

使用と社会階級との関係を指摘した書物やその方法論 理論は広く知られて

いる(Labov 1994)が 、社会階級と関連づける部分は日本では当てはまらな

いのである。

一方、どの人間社会にも当てはまると言われているのは、 ミルロイが広め

た社会ネットワーク理論である。ラボフは労働階級の話者は伝統方言を忠実

に守 り、中流階級は変化 (標準語化など)に敏感だと論じている。ミルロイ

はそうした一般的事実を反論してはいない。ただ、その理由は経済的要因そ

のものにあるのではなく、それと関係している社会ネットワークの違いにあ

ると述べている。簡単に言えば、中流階級の多くの話者は色々な人との付き

合いを持つ (ネ ットワークが広く、密度が薄い)が、労働階級の多くは同じ

限られたメンバーといっしょに働き、遊び、暮らす (よ つて狭くて密度の濃

いネットワークを持つ)。 さらに 後者は自らの使用言.liに 対して保守的に

なるため、標41語化 しにくいということも分かつている(Milroy 1987b)。

7.方 言認 知

日本でも、外国でも方言がある程度均 一化が進み、標準語化 している 方

で、何年たっても100%標 準語化 しないという不思議な現象も見られる。そ

して、ある側面においては「脱標準語化」とも言える現象が見られる (東 京

の新方言など)。 地域によって、あるいは性別や社会集団によってその標41

語化のスピー ドは異なっている。これらの原因は言語意識にあると思われる.
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「ことばの社会進学」 と呼ばれる学問はかつて、matched guiseと いう実

験方法や 「順応理論」 (accommOdation theory)を 広めた。最近、この分

野の現状を網羅するハン ドブ ックが出ている(Robinson and Cnes 2001)。

言語意識の追究で、これ と1,ぶ 分野は D Prestonが提唱 した 「認知方言

学」 (perceptual dialecto10gy)で ある。ここでも、多数の言語を対象に行

なわれた認知方言学の研究成果をまとめたハン ドブックが出ているのである

(Preston 1999;PrestOn and Long fc)。 日本の 「方言境界線意識Jをめぐ

る一連の研究を参考に しなが ら形成された認知方言学は、逆輸入の形でこれ

からの 日本の方言研究者にも役立つであろう。

8.コ ミュニティに還元する方言研究

日本では、方言が消滅 しているのではないかということがたびたび問題に

されるが、アメリカでは、こうした危機意識はまだ薄いようである。日本語の

方言は千数百年の歴史を持つのに対し、アメリカの方言は歴史が浅い。それ

だけに方言をどれほど貴重で価値のあるものとして感覚が違うかもしれない。

それでも、世界中で「絶滅の危機に瀕した言語」が懸念される中で、近年、

アメリカにも「危機に瀕 した方言」があると指摘する声が上がっている

(Wolfram 2000)。 具体的には、ウルフラムとその協力者が調査を続けてい

るアメリカ東海岸沖合いにあるオクラコーク島の方言がその 1つである。こ

の島の方言は独自の改新形も見せているが、英語の歴史が浅いアメリカの中

でも比較的歴史のある方言であるため、イギリス英語に近い特徴を保ってい

る。

フィール ドワークを行っている我々は、対象コミュニティにできる限り研

究成果を還元すべきであるとウルフラムは訴えている。ラボフ (Labov)は

1982に 「誤解修正の原理」(Principle Of Error Correction)を 提唱 してい

る。これはつまり、「言語に関する誤解を正すべ し」ということである。ラ

ボフらによる研究によつて、「黒人英語を使っている子供は言語が欠乏して

いる」という神話が打ち破られたことはこれに当たる。同じ論文で、「デー

タ提供者に恩義を負うべしJと いう「恩義の原理」 (Principle of Debt ln‐

curred)を 提唱している。正すべき誤解が無くても、研究者は言語コミュ

ニティからデータを収集している以上、その人々には恩義がある、という考
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え方である。

ウルフラムはこれをさらに発展 させ、研究成果を活か した形での恩返 しが

どのような形態で行なわれるべきかについて述べている。「言語学的恩返 し

の原理」 (Principle Of Linguistic Gratuity)で ある (Wolflam 1993)。 こ

れによると、「ある言語社会か ら言語データを収集 している研究者は、研究

成果を活か した形での恩返 しができる方法を積極的に追求すべ し」である

(WOlllam 1997 6)。 つま り、フィール ドワークを行なつている我々は研

究対象者に対 して、単に贈 り物をした りするだけではなく、言語と何らかの

関係があるかたちで、研究成果そのものを還元すべきであるという考え方で

ある。日本でも方言辞典の出版、住民向けの講演会、方言大会の支援、テレ

ビ出演、子供向けの本や教材作りなど様々なかたちで、こうした「恩返 しJ

が行なわれていることは喜ばしいことである。一方、ウルフラムの研究チー

ムが様々な形で 般人に対して言語的な 「布教活動」を試みている。例えば、

(1) 般人向けの方 iitt lt書 (氏 が出している言語学者向けの専門書や研

究論文とは別にコミュニティ住民や訪れる観光客に読んでもらえる本)を ||

版した。(2)島 の中学2イ 114:が 社会科 (lll語 科ではなく)で使う教科書 「方

言とオクラコーク弁」を作 り、地元のことばの特徴を概説しながら、人の話

し方を蔑視する方言差別や方言コンプレックスの解消を図つている。(3)

地元方言に関する ドキュメンタリービデオを製作 し、放送した。(4)地元

方言を収録し、編集し、CDを製作 した。(5)観光客向けの理言集や 「地

元方言を救おう !」 と書いたTシ ャツをデザインした。

さて、危機に瀕した方言を保護することが、方言学者の力だけでは不可能

な場合にどうすれば良かろうか。最悪の場合でも、方言の「死に方Jそ のも

のを研究対象にすることが可能である。欧米では「言語死Jの研究が進歩し

ているが、その最大の成果は、言語が消滅しかかつている週唯において、

様々な言語現象 (文法事項の変化など)が 見られるとい う点にある。こうし

た理論を方言の死滅にも当てはめられるかどうか検証する必要がある。

9.方言区画論

ラボフとその弟子たちは社会方言学だけをやつているように思われがちだ

が、近年はむしろ地理的分布にも興味があるようです。その研究成果の結集
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と言えるのは、現在作成中の 4ι′αsげ Nσ
`力

4Zど″をα″E″ gιおん (北 米英

語言語地図集)である。書物は近刊 (Labov tt fc)と なつているが、数年

前からその発展の過程をインターネットで随時公開している。当初は ηちθ

P/2ο zοι

“

た″ スιιαsび Nο″カス″ar′ごα (北米音韻論的地図集)と いう仮題

だつたが、現在も音韻が中心だが、語彙や文法事項の分布に関する章やこれ

らと音韻論的特徴との分布を比較した部分も加わった。

この方言地図集の画期的なところは、音韻体系の分布だけではなく、起こ

りつつある音韻変化を動態的に捉え、音素の融合や連鎖推移 (chain shi■ )

という現象そのものの地理的分布を地図化し、分析 している点にある。この

研究の結論は一枚の地図にまとめられている (図 4)。

図4 音韻論的特徴による北米英語の方言区画
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ラボフらによる北米英語の方言区画はいくつかの層が重なってできている

(表 1)。 その結果大分類、中分類、小分類のように様々な区切 り方が考えら

れることが分かる。中分類の レベルで 最も広い分布を持つ方言区域は 「西

部方言J、
「北部諸方言 J、

「中部諸方言J、
「南部諸方言」、「カナダ方言Jであ

るが、複数の狭域の方言 (東海岸)以外にも、どこの方言区域にも属 しない

ものや、二つの方 言特徴を併せ持っている移行方言の地点 も見られる。

表 1:ラ ボフらによる北米英語の方言区画

日本で方言区画論が (井上史雄の研究を除いて)数十年間ほと

～

ど冬H民状

態にあったのに、これまで方言区画に関心を示さなかったアメリカからこう

した動向が見られるのは意外である。今後、こうした研究から41まれた新 し

い理論や方法論が日本の方言学を刺激 し、その復活となれば、 日本方言区画

論にはさらに面白い進展が見られるかもしれない。

プロビデンス地区 (ProVidence)
r無 しの東部

方言
東ニューイングラン ド (ENE)

ニューヨーク市 (NYC)

北部内陸部 Inland North

r有 りの北部

方言

西ニューイングラン ド (｀VNE)

セイン トルイス地 IX(St Loul・ )

その他の北部方言 北部11央

(North Ccntral)

カナダ (Canada)

大西洋諸州 (A● a1ltic Provinces)

西部 (Thc West)
ペ ンシルベニア西部 (WPA)

中部

(1｀he Midland)

非北部

大西洋中部 (Mid Atlan● c)

(そ の他の中部方言 )

南部内l・
t部 (Inland SOuth)

南部

(The S(,uth)南東部

(Southcast) (そ の他の南部方言 )

南部的テキサス (Tcxas SOuth)

フロリダ (Florida)

移行方言 (Transitional Dialects)41地 点
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10.終わ りに

日本の方言研究は独自のルーツを持ちながらも外国の方言研究方法や理論

を積極的に取り入れ、吸収するという歴史がある。上周万年、柳田国男、藤

原与一 柴田武といった日本方言学の巨匠はいずれも海外 (特 に欧州)の言

語学の影響を受けている。また、WAグ ロータースは、 ヨーロッパで身

につけた方言学理論を中国で活用してから、それを日本で応用し、LAJ(日

本言語地図)や GAJ(方言文法全国地図)な どの成果に貢献している。

20世紀の日本において方言学は、伝統的な地域言語の記述や歴史的再構築

を中心とする学問から、言語運用において様々なの変種が担う役害Jや変化そ

のもののメカニズムを追い求める学問へと発展していつた。これもまた、 日

本独自の変化ではなく 世界各地で起きた研究対象の起動修正なのである。

新しい世紀が始まった現在、 日本の方言研究に携わっている我々が、英語圏

のみならず、世界緒言語のバリエーションを分析する研究者と情報交換をし

ながら、方言学の新たな応用法を追究しなければならないであろう。
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